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新型肺炎の猛威が吹き荒れる中、WHO の権威は下降し株価は上昇している 
 
新型肺炎の勢いがますます
盛んである。この伝播の勢い
は 2009 年の新型インフルエ
ンザに似ているといわれる。
しかしながら、2009 年のイン
フルエンザの感染者数は 2.7
⽇毎に倍となっていったの
に対し、今回の新型肺炎はそ
の初期には 1.6 ⽇毎に感染者
数が倍になっていった。 
 
中国当局の感染者数の発表
では、この勢いが遅くなって
きているが、本⽇の⽇本経済
新聞「新型肺炎 収束に時
間」には識者の意⾒として、
感染者数は「現時点で 10 万
⼈以上」「２⽉４⽇に武漢市
だけで感染者数が約 20 万⼈
に達した」「１⽉ 25 ⽇に武漢
市に７万５千⼈の感染者」な
ど、中国当局発表の数字を⼤
きく上回る感染者の発⽣が
疑われている。 
 
中国当局発表の感染者数は
次ページの左図の通りであ
る（Wikipedia、2019 年-2020
年中国武漢における肺炎の
流⾏、より）。 



 
右の表は 2009 年の新型インフルエンザの感染者
数の伸びを参考に、今回の新型肺炎感染者数の伸
びを予測したものである。その算出の⽅法は次の
ブログに⽰した。 
 
新型肺炎患者は指数関数的に増加していく 1.6 ⽇ごとに倍々ゲームの脅威 １⽉ 28 ⽇ 

http://www.alchemist.jp/Blog/200128.pdf 
 

新型インフルエンザの患者数と死者数の推移  2009 年 05 ⽉ 05 ⽇ 
 https://highsociety.at.webry.info/200905/article_9.html 
 
今回の新型肺炎感染者数の急激な増加は、WHO も認識していたはずである。それにもかか
わらず中国に忖度し、世界に警告する機会を誤った。その結果、武漢市から中国⼀円に、そ
して中国から世界各国へとこの新型肺炎は急速に拡散することとなった。⽇本経済新聞記
事「WHO のガバナンス改⾰」（次ページ）を参照。 
 
世界保健機関（Wikipedia） 

WHO は、⼈間の健康を基本的⼈権の⼀つと捉え、その達成を⽬的として設⽴された国際
連合の専⾨機関（国際連合機関）である。1948 年設⽴。本部はスイス・ジュネーヴ。組織
の肥⼤化と共に企業との癒着構造が問題として指摘されている。 
 
そして昨⽇のブログにも記したが有事の株⾼が進⾏中である。 
株式市場の「有事は買い」の格⾔通りにここ２⽇は⽇経平均も上昇してはいるが 

http://www.alchemist.jp/Blog/200205.pdf 



⽇本経済新聞「円安定へ『クジラ』
動く？」参照。そして次の記事に
も注⽬。 
 
NY 株⾒通し-⽶中通商交渉の進
展期待で堅調持続か 

２⽉６⽇ 21 時 52 分配信 トレ
ーダーズ・ウェブ 
 今晩の NY 市場は堅調持続か。
昨⽇は中国で新型コロナウイル
スの治療薬が発⾒されたとの報
道などを受けて新型肺炎感染拡
⼤への懸念が和らいだほか、⽶経
済指標が強い結果となったこと
などが好感され主要3指数がそろ
って 3 ⽇続伸。S&P500 が半⽉ぶ
りに史上最⾼値を更新し、ナスダ
ック総合も最⾼値更新が続いた。今晩の取引では、トランプ⽶⼤統領の弾劾裁判が終了した
ことや、⽶⼤統領選の⺠主党の候補者選びで左派系候補の票が伸びなかったことなどが⽀
援材料となるほか、アジア時間で中国が 750 億ドル相当分の⽶国産品の輸⼊関税を引き下
げることを発表したことで、⽶中通商関係の⼀段の改善期待も追い⾵になりそうだ。 
 


